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現 在

山折り線Cに
沿って、
山折りにします

反対側に折り返し
真ん中の山折り線Aで
山折りにします
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さらに半分に折り、
しっかりと折り目を
つけます

谷折り線Bに沿って、
じゃばら状に折ります

1番の絵が
表紙になるように
折りたたんで、完成！

●の状態にもどして、
切り込み線に沿って、
紙の半分まで
切り込みをいれます
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遺跡で発掘された漆塗りの琴 ＊

復元された朱漆が施された琴 ＊

今
ま
で
み
え
な
か
っ
た
登
呂
遺
跡
が
み
え
る
。

ミニ絵本は、2025年7月12日（土）に行われたESDフォーラムを再構成したものです。

登
呂
遺
跡
の
発
見
〜
戦
後
の
人
々
の
思
い
を
未
来
に
つ
な
ぐ

ミュージアムジャックとは、社会教育と学校教育が
連携し、おとなも子どもも持続可能な社会の構築を
めざし行う教育活動。子どもの遊び心をくすぐり探
究活動に巻き込んでいく「リアルごっこ遊び」（田宮,
2018）が特徴。本物のミュージアムでガイドやスタッ
フの仕事を行う職場体験プログラム。

文献：岡村渉（2014）『弥生集落の原点を見直す・登呂遺跡』新泉社

令和7年度 しずおか中部連携中枢都市圏地域課題解決事業
田宮縁（静岡大学教育学部教授）　柿島安博（中央動物総合専門学校顧問）
監修：静岡市立登呂博物館
連絡先：静岡大学教育田宮研究室　〒422-8529 静岡市駿河区大谷836
tamiya.yukari@shizuoka.ac.jp　https://knotworklab.com

＊ 写真提供：静岡市立登呂博物館

加藤氏が命懸けで守ったと思われる出土品 ＊

登呂遺跡
第一次発掘調査
の様子 ＊

1947（昭和22）年7月13日の鍬入れ式 ＊

1943年、日本で最初の琴が出土。これまでに3点の琴がみつかっています。

そのうちの一つは、琴版に共鳴箱がつく1メートルを超える箱づくりのもの

で、全面に朱漆を塗ったつくりでした。他の遺跡では、土笛や銅鐸なども出

土しており、ムラの祭祀で使われていたと考えられています。

登呂のムラから駿河漆器がスタートしたかもしれません。

公園や周辺地域を歩きながら、館長、学芸員さんからガイドをしていただき、そこ
で沸き起こってきた問いを追究する旅が始まりました。文献や資料などを調べて
いくうちに、登呂遺跡は昔のことではなく、今、そして未来とつながっていることが
みえてきました。「静岡にある遺跡」がグッと身近になりました。（1年 村松奏汰）

ミュージアムジャックで展開される
探究のサイクルを学んだ後、登呂遺跡を訪問。

静岡のものづくりのルーツは
登呂遺跡にあった

ミ
ニ
絵
本
の
作
り
方

登呂遺跡の発見は、1943（昭和18）年。
太平洋戦争のさなか、
静岡市南部石田地区に軍需工場建設のため、
トロッコで運んだ有度山の山土や
周囲の田んぼの土を使い土地を造成していた時、
田んぼから弥生土器のかけらや
木片、木杭などが大量に見つかりました。

思いがけない発見

戦時中ではありますが、その重要性から静岡県による発掘調
査（第1次調査）が行われ、水田の畦畔、住居跡、倉庫跡、井
戸跡などが発掘されました。そのほか柱や杭列などの住居構
造を示す遺構と、土器・石器・木器・金属器・青銅器などの多
種多様な遺物も見つかりました。

戦時下での発掘調査

登呂遺跡周辺に位置する静岡市立中田小学校、中島小学
校は、昭和12年尋常小学校として開校しました。戦後、1947
（昭和24）年に両校とも校歌を制定しています。その歌詞に
は、「新しき世」、「民主自由」などの文言とともに「登呂の遺
跡」が記されています。登呂遺跡は新しい社会のシンボル
だったのかもしれません。今もその精神は子どもたちに引き継
がれています。

今も歌い継がれている校歌

軍需工場を目標に空襲が、1945（昭和20）年４月以降本
格化。6月20日の静岡市への空襲では、市街地が一夜にし
て焼け野原となりました。静岡市歴史博物館に位置していた
静岡県立葵文庫（現　静岡県立中央図書館）に保管されてい
た出土遺物も大きな被害を受けましたが、図書館長の加藤忠
雄氏のとっさの判断で出土品を水槽に入れたことで一部は
焼失から免れました。

静岡大空襲のなかで

登呂遺跡の発見と発掘調査は、科学的根拠のもと、弥生時
代の稲作文化を証明し、神話に依存した歴史観から科学的
実証に基づく歴史観へと転換させました。登呂遺跡は日本
考古学の金字塔とされ、その後の考古学に大きな影響を与
えました。また、学校教育における子どもの学びや戦後の教
育を支える大きな存在となりました。

日本の歴史観を変えた転換点

静岡大学教育学部附属静岡小学校では、「教科をのりこえる
学習～登呂の子ども」をテーマに10年間生活教育にチャレ
ンジ。研究記録をまとめたものが、1957（昭和32）年に書籍と
して刊行されました。そこには、竪穴住居を実際の3分の1で
つくり、火を起こし、魚を焼いたり、古
代に思いをはせ、祭りを楽しんだり、
登呂遺跡を対象に学ぶ子どもたち
の姿がありました。現在、大切にされ
ている合科的・関連的な学習の原点
がここにあるように思います。

戦後の教育実践

発掘調査に参加するユース
1946（昭和21）年、報道関係者、市議会議員などにより、「静
岡県郷土文化研究会」を立ち上げ、地元での発掘調査の受
け皿がつくられ、翌1947（昭和22）年、「静岡市登呂遺跡調
査会」が組織され、本格的な発掘調査の準備が整いました。
市内の旧制中学校、女学校の生徒を中心に「静岡市古代史
研究学徒会」も結成されました。生徒らは、発掘調査の手伝
いとともに発掘調査中の2ヶ月間、NHK静岡放送局にて「今
週の登呂」と題
して、毎週ラジオ
で学徒会の発
掘経過や遺跡
の概要を発信し
ていました。
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ミュージアムジャックとは ���� � 学生の声 �� � � �

自分でつくる
ミニ絵本

静大生による誌上
ミュージアムジャック

「 2 0 2 5 年 度 生 涯 学 習 演 習 」受 講 者 2 0 名 が

静 岡 市 立 登 呂 博 物 館を誌上 でジャックします！

おとな の 学 び 直 し
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社会6年の教科書の弥生時代のイメージ図は、環濠のなかの
平坦な土地に竪穴式住居群、高床式倉庫群などがゾーニン
グされ統率の取れた生活が営まれたことが想像できる。この
ような小さなクニが集まり、やがて古墳時代に移行していった
のだろう。
一方、登呂遺跡には環濠がない。この平地式住居※と高床倉
庫が一対になっており、水田も一体となっている。
平地式住居の周囲には堀があり、水を逃す構造となっている。
起伏は歩いてみないとわからない。

登呂遺跡の平地式住居と高床倉庫
※登呂のムラの場合「竪穴式住居」を建てる場所としては不向きで、

　平地式住居がつくられた。

今から500～600年前の安倍川の流れ
参考：国土交通省中部地方整備局静岡河川事務所

https://www.cbr.mlit.go.jp/shizukawa/river/overview-abe/

有東遺跡群周辺（静岡平野南部）の遺跡分布
参考：岡村（2014）

登呂遺跡のヒミツ
歩いてみないとわからない

登呂遺跡は2度目の洪水で終焉を迎えたといわれているが、
弥生時代後期にはたびたび洪水の被害を受けるようになって
いた。その背景には、気候変動があったと考えられている。雨
量の増加により安倍川上流で土砂崩れが発生し、流出した土
砂で下流の河床上昇により流れが堰き止められていたり、海
面が上昇し安倍川の流れが滞ったりする状況にあった。
一方、安倍川の流れを見ると、現在と大きく違っていたことが
想像できる。また、2700年前は、登呂のムラのあたりはラグー
ンだったともいわれている。

登呂のムラは、
2700年前ラグーンだった

登呂のムラの人々にとって洪水は脅威であるが、良質な水田
をもたらすものであった。暮らしていくには危ないと判断した
人々は、被害の少ない場所に移り住んでいったと考えられて
いる。洪水と上手く付き合いながら、登呂では古墳時代前～
中期まで水田稲作を続けた。
静岡県東部地区の弥生時代の遺跡では、戦乱や争いに対す
る防御のため高地に移動していったといわれているが、登呂
のムラとその周辺集落は補完関係を築き、平和に暮らしてい
たと思われる。

登呂の人々は低湿地性の土地で
水田稲作を発達させた

スギの大径木の利用
出展：岡村（2014）

登呂遺跡のネズミ返し
土器に描かれた生き物

『有東遺跡第8次調査出土鹿絵線刻土器模式図』
資料提供：静岡市

登呂遺跡の竪穴住居
出展：岡村（2014）

全国的にみて、縄文時代から弥生時代前半までの住まいは、
半数以上が円形だったといわれている。円形の理由を紐解く
と、「建設の容易さ」、「雨風の耐久性」、「熱効率」、「空間の有
効利用」、「宗教的・文化的要素」とあった。
「熱効率」に注目すると、暖炉や囲炉裏から熱を循環させやす
いという利点がある。また、円形の側面全体に葺きやすい茅
の屋根は、厚みがあり空気を多く含むため、断熱性を持って
いる。古代の人々は、限られた材料を使って快適に暮らすため
のさまざまな工夫をしていた。

なぜ、住まいは円形だったのか
～古代の人々からの学び

東日本の弥生時代の住居は人が住む部分を掘り下げて床を
つくる竪穴住居が基本だが、登呂ムラは地下水位が高いため
周囲に土を盛り上げて竪穴住居と同じ構造にしている。
そこに使われている羽目板や柱の角材には、スギが使われて
いた。当時は大井川から狩野川にかけてスギが繁茂していた
といわれている。ムラの人々はスギの大径木を有効に利用し
ていた。スギの加工に関しては鉄製品が必要だが、登呂の土
壌は鉄が腐りやすいという性質のため出土されていない。

資源を無駄なく使う登呂の人々
～豊富なスギの活用術

登呂遺跡の高床倉庫の用途不明の木製品を文化人類学の
研究者が「ネズミ返し」と推定した。地質学・動植物学などの
各分野の研究者が加わった「静岡市登呂遺跡調査会」の功
績である。「ネズミ返し」とは、ネズミの侵入や移動を物理的に
防ぐための器具や構造物であるが、現在の船舶の係留ロー
プや倉庫の貯蔵施設にも取り付けられる器具として進化して
いるのかもしれない。温帯のクマネズミは木を登る力が強く、
ネズミ返しも大きかったといわれている。

高床倉庫のネズミ返しに注目！
～登呂での大発見

ネズミがいたということは捕食者がいたはずである。仏教伝来
とともに中国から来たと考えられているネコ以外の生物を考え
ると、ヘビなどがいたのかもしれない。出土品には動物の骨や
角、それらを利用した道具（加工しやすいシカの骨は釣り針、
かんざし、石を割るハンマーなど）もある。
また、土器には、イノシシやウマなどの動物が描かれたものも
ある。イヌに関しては、狩りや番犬としての関係性が続く一方、
発掘されたイヌの骨が切断されていたことから、時には人がイ
ヌを食べていたこともわかってきた。

登呂のムラにいた
動物たち

清水魚市場 河岸の市で販売されているイルカ

つかまえたシカやイノシシ、魚、貝などは、焼いて食べるだけな
く、米や他の穀物と一緒に煮て食べられていたことが出土さ
れた土器の内部に残って炭化した成分からわかった。
日本で初めて弥生時代の水田跡、住居跡が見つかった登呂
遺跡。当時食べていたのはコメだけではなかったのだ。また、
カツオやイルカといった静岡ならではの食べ物も登呂のムラ
では食べられていた。

登呂の人々の食卓
～豊かな食文化は今につながる


